
 

 

 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

 

琵琶湖博物館の収蔵資料データベース 

考古資料の公開を開始しました 
 

琵琶湖博物館では、収蔵した資料を研究や展示など様々な場面で活用できるように、資料整理

活動を行っています。その情報の一部は、琵琶湖博物館ホームページの収蔵品データベースで調

べることができます。このたび、考古データベースとしてあらたに「遺物」のカテゴリーを追加し、当

館収蔵の彦根市松原内湖遺跡出土木製品８０２点を公開しました。 
彦根市松原内湖遺跡は、縄文時代から古墳時代の木製品が多く出土した遺跡で、とくに縄文時

代の丸木船を多数出土して注目される遺跡です。松原内湖遺跡出土木製品を広く公開することで

研究がすすみ、過去の琵琶湖周辺での暮らしが、さらに詳しく明らかになることが期待されます。 

 

琵琶湖博物館収蔵品データベースは、今回公開した考古資料のほか、生物資料や地学資料等

16のカテゴリーがあり、下記のアドレスからご覧になることができます。 

https://www.biwahaku.jp/study/collection.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖博物館収蔵品データベースのトップ画面 

 

 

 

 

 

 

提供日 ：令和５年（2023年）１月 31日（火） 

部  局 ：琵琶湖環境部 

所  属 ：滋賀県立琵琶湖博物館 

担当者 ：妹尾・川瀬 

電  話 ：077-568-4811 

E-mail  ：de52pr@pref.shiga.lg.jp 

資 料 提 供 

（県政・南部同時） 

https://www.biwahaku.jp/study/collection.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考古資料「遺物」のデータベース画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


